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■研究の背景
　北海道では、年間15,000トンのヒトデが駆除されています。焼却や埋立処分のほか一部は肥料
等として再利用されていますが、大きな負担となっており、漁業関係者からはヒトデのさらなる
有効利用が求められています。そこで、ヒトデから数種の有用成分を回収するとともに、新たに
廃棄物を発生させないトータル利用システムの開発を行いました。工業試験場では、骨片の多孔
質性を利用した水処理材を試作し、水質浄化性能を評価しました。

■研究の要点
１．ヒトデ骨片の用途の検討
２．水処理材成型方法の確立
３．硝化試験による骨片の優位性評価

■研究の成果
１．砂状のヒトデ骨片を水処理等に利用可能な形状に成形する方法を確立しました。
２．人工排水を用いた水質浄化試験や観賞魚飼育における水質浄化試験により、市販担体と比較

して、同等以上のpH維持機能と硝化機能を有することが明らかとなりました。
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